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1 はじめに
1.1 UI学習を補助するシステム

User Interface (UI)の設計を学んでいる学習
者（以下，UI学習者）は，学習過程において模
範となるような UIを参考に学習することも必
要である．しかし，UI学習者は模範的な UIを
うまく探せないという課題があることはよく知
られている．この課題を解決するために，本研
究では UI 学習者に模範的な UI を推薦するた
めのシステム開発に向けた検討を行う．
1.2 コンセプト
本研究では，UI 学習者がさながらベテラン

の UI 設計者から解説付きで模範となる UI を
推薦してもらえるような体験をできる推薦シス
テムを提案する（図 1）．ベテランの UI設計者
と UI学習者の違いを考えるために，模範とな
る UIを探す際の両者の視点の違いに着目する．
UI学習者が真っ先に手がかりとするのは外見
的な特徴であろう．一方で，ベテランの UI設
計者とは，外見的な特徴より優れた UIを設計
するためのデザイン原則（例：ノーマン [1]）や
設計において想定されるユーザ像の理解を重要
視する．さらに，たとえ UI学習者がデザイン
原則を学んでいたとしても，適切に UIを見つ
ける事はできないだろう．それどころか知識が
誤っている可能性もあるため，誤った UIを見
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つける可能性もある．そのため，UI 学習者に
対して模範となるような UIの提案とともにデ
ザイン原則や想定されるユーザ像についての解
説を添えることが望ましい．
以上のことから，推薦システムは次のように

動作することが望ましいだろう．UI学習者は，
推薦システムに作成したい製品の特徴，UIの特
徴，ユーザー像を入力する．すると，推薦シス
テムは UIデータの中から関連性の高いと判断
した模範的な UI を UI 学習者に提示する．さ
らに，デザイン原則や想定されるユーザ像の提
示，およびこの UIを提示する理由も示す．
1.3 模範となる UIとデザイン原則
本研究では，目指すべき推薦システムは，レ

コメンダシステムと捉える．レコメンダシステ
ムの実装には，模範となる UIの情報およびデ
ザイン原則や想定されるユーザ像の情報をペ
アにした UIのデータベースが必要となる．福
森 [2] は，模範となる UI のデータベースを構
築・公開しており，このデータベースには「製
品の写真，製品名と製品に関する説明や使用の
状況，製品の UIが優れている理由を端的に表
す用語と詳細な説明」が含まれていた．そのた
め，これを利用することが望ましだろう．
データベースにあるデータをそのまま提供し

ても UI学習者にはデザイン原則や想定される
注目を集めることが
できるボタン
が作りたい このUIセットがおすす

めです。理由は○○だ
からです。
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図 1 推薦システムのコンセプト

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-167

2ZF-02

情報処理学会第85回全国大会



ユーザ像の情報を十分に理解することは難し
い．さらに，データベースにあるデータが不正
確な可能性もある．そのため，レコメンダシス
テムとして活用するには，UI 学習者が必要と
する正しい情報を提供するためにデータベース
のデータを分析する必要がある．
レコメンダシステムは，人間では処理できな

い量のデータを分析するため，機械学習が必要
となる．そのため，本研究では分析する段階の
判断分岐を可視化でき，１本の木構造である決
定木で分析するよりも，複数の決定木を作成し
多数決をとる Random forest（以下，RF）を用
いることで，高精度のレコメンダシステムを提
供できると考えた．以上のことを踏まえ，本稿
ではデータベースに対してアノテーションし，
データベースを利用したレコメンデーションシ
ステムの実現可能性について議論する．

2 Random forestによる UIデータベー
スの分析と評価
データベースに対して，デザイン原則をラベ

ルとし，Doccanoでアノテーションした．分析
においては，全データ数の 1％以下のラベルは
除外した．次に，Mecabで形態素解析を行い，
名詞と形容詞を抽出した．抽出した単語に対し
て，TF-IDFでベクトル化することで，単語の
重要度を調べた．

RF で機械学習をする前に，5 分割交差検証
を用いたグリッドサーチで機械学習する前段階
で設定するパラメータ（ハイパーパラメータ）
のチューニングをした．チューニング後，判断
分岐を可視化した（図 1.3）．各ノードは，上か
ら枝の分岐条件，gini不純度，データ総数，各

全体 一部
図 2 RFによる木構造の可視化

デザイン原則ごとのデータ数，RFが判断した
デザイン原則である．また，左矢印が条件に適
した単語が次に進む方向，右矢印が条件に適さ
ない単語が進む方向だった．

3 結果と考察
データベースには 263例の情報があり，「製

品の UIが優れている理由を端的に表す用語と
詳細な説明」は 782個あった．アノテーション
した結果，タグ付けデータは 2369個，この内
174 個はデザイン原則を誤って解釈していた．
タグ付けされたデータの中で，重要度を持つ単
語は 1519 個だった．RF のチューニングの結
果，葉の深さが 70のときが最も高精度だった．

174個の誤りがあった理由は，データ提供者
が本研究における UI学習者にあたるためだと
考えられる．見方を変えれば UI学習者が個人
で模範的な UIから学ぼうとしても誤って解釈
し得るということであり，推薦システムの必
要性を示していると言えるだろう．得られた決
定木の分岐条件には，製品の特徴，デザイン原
則，UI の特徴に含まれていた．分岐の大部分
は，シグニファイアやフィードバックから派生
していた．そのため，福森らのデータベースを
基盤として推薦システムを構築すれば，模範と
なる UIを解説付きで提示する推薦システムを
構築することが可能と考えられる．
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